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新入生の皆様、東京都立大学にご入学、おめでとうございます。ご

家族の皆様にも心よりお祝い申し上げます。新入生の皆様を同窓会

の新しい仲間として心より歓迎いたします。

大学時代は、人生の中で最も自由で、夢と希望に満ち溢れたワクワ

ク、ドキドキする青春時代であると同時に、社会に旅立つための大切

な助走期間でもあります。二度とない「青春」を謳歌するとともに、

将来への準備もしっかり行っていただきたいと思います。

同窓会は、新入生の皆様が充実した学生時代を送れますよう、クラ

ブ・サークル活動への支援、同窓生による寄付講義の提供、キャリア

相談、就活支援、在校生と同窓生との交流イベントなど、幅広く在学

生支援を行なっています。

（一社）東京都立大学同窓会は、都立4大学統合に伴い、東京都立
大学、東京都立科学技術大学、東京都立保健科学大学の各同窓会
が統合して発足した首都大学東京同窓会が、2020年4月に名称変
更した組織です。
そして、2021年4月に法人格を取得し一般社団法人になりました。
本同窓会は、すべての卒業生と在学中の皆さんをつなぐ唯一の正式
な同窓会です。
会員数は、8万人超、全国に7つの支部を持つほか、海外にも拠点
を設置しています。

東京都立大学同窓会とは？
先輩と後輩をつなぐ同窓生の輪

同窓会とはこんな組織です。

会長あいさつ

都立大へようこそ！

一般社団法人東京都立大学同窓会 
会長

吉田  雅俊

同窓会は、在学生への

課外活動応援
寄付講義の提供
就職活動支援
先輩との交流の場の提供
および、

大学発展に向け大学と連携
を行っています。

入学したばかりの皆様に、「同窓会」と申し上げても、具体的なイメー

ジが浮かばないでしょう。今、お伝えしたいことは、皆様と同窓会の関

係は、在学中は元より、卒業後も永く続くということです。そして、楽し

く豊かな人生を送るために同窓会を活用してほしいということです。

同窓会は、8万人を超える会員と、全国に７支部、海外に２拠点を

擁する法人格を持った一般社団法人です。大学と「包括連携協定」

を結んでいます。同窓会を通じて、40を超えるクラブ・サークル、学部・

学科・ゼミなどの様々なOB・OG会がつながっています。

人生において人との出会いはとても大切です。同窓会は、「出会い

の宝庫」です。「同窓生のよしみ」という言葉がありますが、都立大

の同窓生同士というだけで、初めて出会ったときから旧知の友のよう

に親しくなれます。これは、都立大同窓生に与えられた特権です。こ

の特権を活かさないのはもったいないと思います。

私は同窓会長として、世代を越えて同窓生が楽しく集い合える同窓

会、在校生が気楽に参加できる同窓会をめざしております。新入生

の皆様には、ぜひ同窓会を通じて人生を楽しく、豊かにする「よき友」

に出会っていただきたいと思います。

都立大に入学された皆様も都立大の同窓生で、同窓会の仲間で

す。皆様を「準会員」としてお迎えします。卒業後は、「正会員」に

なります。同窓会でお会いしましょう。

What's
the TMU
Alumni?

一般社団法人
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新入生のみなさまへ

東京都立大学に入学される皆様、おめでとうございます。また、ご

家族の皆様にも、心よりお祝い申し上げます。

本学は、多様な分野で高度な研究を行い、志の高い学生諸君に最

高かつ最良の教育を提供しています。

皆様には、学内の交流や学友との切磋琢磨を通じ多くのことを経

験していただきたいと思います。互いが理解と協力をすること、そして

理念の共有をめざし格別の努力をすることが、やがて愛校心や誇りに

なっていくものと考えます。

さて、世界は今、経済・社会・テクノロジーなど、あらゆる分野で目

まぐるしく変化しています。複雑化する国際情勢や国内外の経済をは

じめ、各地で頻発する災害や地球温暖化の進展、AIの急速な発展な

ど、常にグローバルな視点をもち、多様な課題に対応していかねばな

りません。

本学においては、「学問の力で、東京から世界の未来を拓く」という

ビジョンに基づき、2028年度の国際系新学部の設置に向けた準備

を進めるとともに、様々な教育研究活動を行なっています。都立大の

学生となった皆さんも、世界規模の課題から私達が暮らす大都市「東

京」が抱える課題など、様々な問題を解決するため、広い視野で何が

大切かを大いに学び、広く社会に貢献できる意欲をもってのぞんでほ

しい、そして自ら日々成長しているという実感をもってほしいと思ってい

ます。こうした成長とともに、多くの仲間を作り、キャンパスライフを大

いに楽しんでもらうことを期待します。　

そして、大学時代に出会った仲間とは、卒業後も、同窓会を通じて

長きにわたって交流を持ち続け、時には励まし合い、時には支え合い

ながら、新しい時代を歩んでもらいたいと願っております。

東京都立大学に入学される皆様、心からお祝い申し上げます。人生

の新たな出発点に立たれた皆様を、ここに仲間として迎え入れることは

私たちにとっても大きな喜びです。

本学は東京都が設置する唯一の総合大学として、都とも連携しなが

らさまざまな活動を展開しており、広い分野の基礎研究や、世界が直

面する問題の解決につながる取り組みも進めています。ただ学生の皆

様には、一足飛びに最先端を目指すのでなく、まず基礎を身につけ、そ

こを足場として自分の力と特質を知った上で、将来大きく羽ばたいてほ

しいと願っています。世界に広がる気候変動、国際紛争、新たな感染

症などを前にすると、立ちすくむ思いがするかもしれません。しかし、人

間の知恵さらには若者の力は世界を確実に変えることができるはずで、

未来を良くできるという可能性と人間の力を信じてください。その時の

ために今はしっかりした力を身につけることが大事です。こうした力はあ

る日突然降ってくるのではなく、地道で味気ないとさえ感じるような日々

の努力の積み重ねによって得られるものです。

もう一つ意識してほしいことは、挑戦しようという気持ちです。大それ

たことをするのでなく、例えば教員や仲間と議論したり、スポーツや課外

活動に取り組み、ふとした疑問点を調べることをきっかけに挑戦の芽が

伸び始めます。さらに、若いうちに海外の人 に々接し世界を見る経験は、

地球規模で物事を考え自分には何ができるかを見出す上でも大きな力

になります。自由と自主性を何よりも大事にする大学という場で、恐れ

ずに何でもやってみてください。

大学時代に培われた皆様の友情は、卒業後も同窓会が軸となってつ

なぎ続けてくれるはずです。可能性に満ち溢れる大学時代を思う存分

楽しんでください。

東京都公立大学法人 理事長

中山  泰男
東京都立大学 学長

大橋  隆哉
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団体・個人名 応募テーマ 代表者

關谷 ジェイシャオン（個人） チアリーディング世界選手権に日本代表として出場 關谷 ジェイシャオン 
物理学専攻 理学研究科修士2年

都立大子どもまつり実行委員会 「第3回　都立大子どもまつり2025」の実施 香月 涼音 
人文社会学部 人間社会学科2年

ロボコン部 TEXNITIS NHK学生ロボコン出場のためのロボット製作 安藤 洸輝 
システムデザイン学部 機械システム工学科3年

永水 大智（個人） グローバル化社会と次世代の声、都立大の国際化 永水 大智 
法学部 法学科 政治学コース3年

neighby デザイン・コレクティブによる国際発信と学内外への還元 土屋 志野 
インダストリアルアート学域 博士前期課程1年

人力飛行機研究会 MaPPL 人力飛行機（滑空機）の飛行距離記録の更新を目指して 加藤 颯 
システムデザイン学部 機械システム工学科2年

パワーリフティング部 関東学生大会団体優勝 小笠原 蓮 
経済経営学部 経済経営学科2年

東京都立大学学生フォーミュラ 
プロジェクト 挑戦・学び・感動 吉田 迅杜 

システムデザイン学部 機械システム工学科3年

UniUni 都立大発ビジネスコンテストへのチャレンジ 廣田 和真 
法学部 法学科1年

CORE エアロスパイクノズル及び新方式バルブシステムを搭載したエンジンの 
独自開発及び飛翔

清野 晃人 
システムデザイン学部 航空宇宙システム工学科2年

テンコンドー部 全日本学生テコンドー選手権大会での優勝 柴谷 雄介 
都市環境学部 観光科学科3年

将棋部 本学からの将棋文化の発信 髙橋 直己 
法学部 法学科3年

遠藤 颯（個人） 東京都島嶼部を中心とした未調査地域におけるミミズ相の解明 遠藤 颯 
理学部 生命科学科 4年

TriMarsh 東京都立大学内の水環境保全とその継続的な生物相調査 宇髙 光将 
理学部 生命科学科3年

東京都立大学管弦楽団 都立大の「音楽の顔」として演奏を通じての都立大の宣伝と、学内外の振興 半田 梨紗 
システムデザイン学部 インダストリアルアート学科3年

宇宙広報団体 TELSTAR 宇宙フリーマガジンTELSATAR30 号 高瀬 知音 
システムデザイン学部 航空宇宙システム工学科3年

いきもの！サークル東京 都立大いきもの園 濱口 直翔 
理学部 生命科学科3年

鳥人間部 T-MIT 鳥人間コンテスト2026に向けた機体の改良 佐々木 颯太 
都市環境学部 環境応用化学科2年

東京都立大学硬式庭球部 硬式庭球部から都立大の文化を創り出す。 細谷 理乃 
法学部 法学科 法律学コース2年

ヌマガエル研究班 ヌマガエル幼生の黒化の生態学的意義とメカニズムに関する研究 城 陽太 
理学部 生命科学科2年

囲碁部 タイでの囲碁普及活動 岩城 綾花 
理学部 生命科学科3年

さはらかん 基礎技術を研鑽した機体で、種子島ロケットコンテスト2026年大会での 
メインサクセスの達成を目指す

古内 幹人 
システムデザイン学部 航空宇宙システム工学科3年

同窓会は在学生の活力あふれるキャンパスライフを願ってその支援を行っています。学生活動奨励同窓会賞は、その一環として、都立大の学
生・院生の個人または団体で、大学に活気を生み出し、学生・院生に志と活力を生み出すような活動を奨励する目的で設けられたものです。
助成金総額は100万円です。2025年度は次のような多数の個人・団体が賞を授与されました。

同窓会は、学生の皆さんの充実した学生生活支援のため幅広い応援活動を行っています。
そのうち代表的なものをご紹介します。

Support for
extracurricular

activities在学生の課外活動を応援しています

第1回 学生活動奨励同窓会賞

同窓会は、
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第１回　学生活動奨励同窓会賞受賞
日本模擬国連代表

永水  大智 さん 
法学部 法学科 政治学コース 3年

このたび、学生活動奨励同窓会賞を賜りました、今年度、日本模擬
国連（Japan Model United Nations）という学生団体の代表を
務めております、法学部3年の永水大智と申します。

私が代表を務める日本模擬国連という団体は、約半世紀前に、元
国連難民高等弁務官・国際政治学者の緒方貞子氏が、日本の大学
生の国際的な視野を育むことを目的として始めたゼミに源流を持つ、
由緒ある学生団体です。さらにその起源を世界的にたどれば、今か
ら約100年前の第一次世界大戦後、アメリカ合衆国・ハーヴァード
大学の学生たちによって創設された「ハーヴァード大学模擬国際連
盟（Harvard Model League of Nations）」にまで遡ることができ
ます。このように、模擬国連という活動は、時代や地域を超えて、将来
を担う若者が世界の課題を議論し、国際社会に対する理解を深めて
いく場として受け継がれてきました。

今日の国際社会は、戦争や気候変動、世界規模の経済的不平等な
ど、複雑かつ深刻な諸課題に直面しています。同時に、急速なグロー
バル化によって、世界の構造そのものが大きく変化しています。こうし
た時代においてこそ、模擬国連の理念である国際的な視野を備えた
学生の存在が、かつてないほどに重要になっていると感じています。

このような世界の変化は、もちろん本学にとっても無縁ではありませ
ん。新たな国際系学部の設置など、国際化を一層推進する本学にお
いては、学問を通じて得た知識を社会的実践と結びつけ、現実の課
題解決に取り組む「真の国際人」としての成長が、今まさに求められ

ています。大学での学びと学外での活動が相互に響き合うことこそが、
学生の成長をより確実にしていくものと考えています。

今後も模擬国連活動を通じて、「真の国際人」としての知識と視点
を陶冶していくことに努めていくとともに、都立大の学生が持つ可能性
をさらに広げる一助となれるよう努めてまいります。私の取り組みが、
国際化に向けた本学学生の一つのロールモデルとなれば幸いです。

新入生の皆さん、これからの大学生活は、長いようでいて、本当に
あっという間に過ぎていきます。この貴重な大学生としての時間を、
多くの学びや挑戦を通して、ぜひ有意義に過ごしてほしいと思います。
私自身の今回の活動が示すように、学びや挑戦の機会は、国内・学
内にとどまらず、世界へと大きく開かれています。大学生という自由な
時期だからこそ、自分の視野を広げ、可能性を広げるチャンスを存分
に活かしてください。そして、いつか大人になって振り返ったとき、大
学生活が色鮮やかな思い出として心に残るような、そんな実り豊かな
ものとなることを願っています。

受賞者の声

同窓会は、団体や個人の活動を表彰するだけでなく、広くその活動ぶりや成果を学生や卒業生に示すことも行なっています。その一環で、学
生や卒業生に刺激を与えると同時に、同時に卒業生と学生の交流を深めることを目的として「学生成果発表会」を開催しました。

昨年の会では学生の皆さんからは、「このような機会を与えてもらっ
てうれしい」「他の発表者の発表を聞けて、参考になった」などの声
が聞かれました。

発表会終了後は、懇親会を行いましたが、「卒業生から専門的な質
問を受け、大変刺激になった」「抱えている問題点に先輩からアドバ
イスをもらえ大変参考になった」などの声が聞かれ、また卒業生から
は、「こんな面白い活動をしているのか」「現役諸君の活発な活動ぶ
りを見られて楽しかった」などの声があり、好評でした。

学生成果発表会

卒業生と在学生との交歓が見られた懇親会発表風景（学生広報チーム）

吉田会長より表彰状を受け取る永水さん（左）



TO
K

YO
  M

ET
RO

PO
LI

TA
N

  U
N

IV
ER

SI
TY

  A
LU

M
N

I  
20

26

6

大阪公立大学との定期戦は前身の大阪府立大学との定期戦を引き継ぐ70年を超える伝統をもつ総合競技大会です。横浜市立大学とも41
年に及ぶ定期戦を行っています。
いずれも全学挙げての大きなイベントですが、同窓会はこの歴史ある定期戦を財政面などで応援しています。

大阪公立大学、横浜市立大学定期戦の支援

ハンドボール（青 都立大）

サッカー（都立大ゴール前で）華やかな応援を披露する応援団

アイスホッケー（試合前の挨拶 右側 都立大）

大学祭の支援

夜になっても続く熱演（みやこ祭） 車椅子を試乗する来場者（青鳩祭）

大学祭（みやこ祭、青鳩祭）を支援しています。毎年、荒川キャンパスでは10月の土日に“青鳩祭”が、南大沢キャンパスでは11月3日を中心
に”みやこ祭”が開催されます。同窓会はこの二つの大学祭を支援しています。
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大学へ寄付講義を提供しています

1
松谷 和男（建築）
YKK AP 株式会社　取締役CHRO（最高人事責任者）　 
都立大・工機械・1981年卒

窓を考える会社
～サッシから窓へのビジネスモデルの変革～

2
倉澤 瑞樹（事業承継）
M&Aロイヤルアドバイザリー株式会社　取締役 社長室長 
都立大・経済・2002年卒

日本のM&A市場（事業承継ニーズ）について

3
今井 崇人（証券）
松井証券株式会社　取締役 
都立大・経済・1997年卒

証券会社の役割と「貯蓄から資産形成」について

4
岡部 紳二（番組制作）
テレビ東京HD 株式会社　株式会社テレビ東京制作　常務取締役 
都立大・経済・1988 年卒

テレビ局は何処へ　映像ビジネスの楽しみ方

5

山本 研吾（航空宇宙）
元株式会社IHIエアロスペース　基盤技術部電子技術グループ　グループ長 
出向：国立研究開発法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 
航空・宇宙部　機体・装備品ユニット　主査 
科技大・航空・1999年卒

ロケット開発の最前線
～開発の現実と未来～

6
大田黒 靖之（介護）
有限会社ミモレ・ダイコク　代表取締役社長 
保科大・作業・2007年卒

超高齢社会における地方の介護事業実践
～事業を通して社会課題へ向き合う～

1
清水 敏男（アート）
美術評論家 TOSHIO SHIMIZU ART OFFICE　代表取締役 
都立大・人文仏文・1977年卒

アートプロジェクトが人類を救う
～資本主義の終末期の今、アートでコミュニティを再生する～

2
菊川 裕也（テクノロジー）
株式会社ORPHE　代表取締役 
首都大院・博士前期システムデザイン研究科・2012年修了

足元から世界を変える
～スマートフットウェアの開発とハードウェアスタートアップにつ
いて～

3
岩谷 忠幸（サービス）
オフィス気象キャスター株式会社　代表取締役 
都立大・理地理・1992年卒

企業に求められる気候変動・気象防災への取り組み
～気象報道やNPO法人運営を経験して～

4
篠原 恵美（心理臨床）
一般社団法人甲府心理臨床研究所　所長　 
首都大院・博士後期人文・人間科学心理博士2015年修了

こころが変われば、人生が変わる。
−創造的な生き方を応援する「カウンセリング」を通した社会貢
献事業−

5
植木 泰弘（知的財産）
植木知的財産事務所　所長　弁理士 
都立大・工電気・1978 年卒

電気通信業界におけるビジネスと国際標準と知財
～私の業界経験をとおして～

6
高部 明敏（不動産）
コーアド株式会社　代表取締役社長 
都立大・人文英文・1993年卒

私が経験した日本のグローバリゼーションの変遷

7
新井 邦弘（情報・通信）
株式会社「地球の歩き方」　代表取締役社長 
都立大・人文史学・1990 年卒

「地球の歩き方」コロナ禍でのV字回復、そして、海外体験の過
去・現在・未来

同窓会は、「日本の産業と企業」というテーマで、卒業生による寄付講義
を提供しています。

現在の日本社会を支える主要産業界の歴史、現状、課題を解説し、また現代日本を象徴する
重要プロジェクトを紹介、現代社会の諸問題とその解決に向けた取り組みについてOB・OG
講師により講義されてきました。2025年度は以下の卒業生の講義がなされ、約400名とい
う多数の受講者がありました。（講師肩書きは2025年4月現在） 大教室を埋める受講生

講師が取り組んだベンチャービジネス、特定のプロジェクト等について解説

企業の幹部または幹部経験者の同窓生が、当該産業の①歴史②企業の事例③今後の課題を解説

第1部　産業別講義

第２部　プロジェクトに関する講義

同窓会は、 Endowment
course
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・就職活動全般
・業界/企業研究
・OB/OG訪問の仕方

《 相談内容 》

在学生の就職活動を支援しています
同窓会は、

同窓会は、資格を持った就職カウンセラーとともに就職の相談に応じられるよう、卒業生を就職相談員としてキャリ
ア支援課に派遣しています。さらに、若いOB・OGと学生との就職に関する交流を図るイベントを支援するなど、キャ
リア支援課とタイアップして皆さんの就職活動を支援しています。

・エントリーシート/履歴書の書き方
・内定関連 
・公務員関連など

Support for
job hunting

就職に関するご相談を希望される方は、お気軽にキャリア支援課へ！

《 お問い合わせ・お申し込み 》
キャリア支援課（7号館1F） TEL 042-677-1164 
ホームページ https://career.tmu.ac.jp/ 
※お申し込みは都立大キャリア支援システムで受け付けています。

八雲クラブは、渋谷駅近くにある都立大の同窓会会館といえる施設です。卒業生が年代を問わず集まれる交流の場として、会議、会合等に大
いに利用されています。

八雲クラブとは？

キャリア支援課

八雲クラブでは、隔月八雲サロンが開催されています。同窓生の
学びと交流の場で、約40年続いています。（毎月第2水曜日開催、
Zoomでの参加も可能）
毎回、同窓生がそれぞれの分野の専門家としての立場から、最先端
の科学技術からビジネス最前線の話題までを多岐にわたってわかり
やすく解説します。在学生にも登壇していただくことがあります。様々
な分野における最新の動向や、深く掘り下げた解説などは学生の皆
さんにも大きな刺激を与えることでしょう。 小型模擬人工衛星開発サークル「さはらかん」による発表

同窓生の学びと交流の場「八雲サロン」

Yakumo Club 
a place for

cultural exchange先輩との交流の場を提供しています
同窓会は、

就職カウンセラーや就職相談員は、就職活動をする皆さんの相談相手として就職活動全般にわたって親身に相談に乗りアドバイスします。

OB・OGを囲んで企業研究
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同窓会は、在学生を支援、援助するだけの役割ではありません。皆さんと社会をつなぐ太いパイプとしての役割も
あるのです。卒業生のネットワーク内には、非常に多様な組織、集まりなどがあり、活発な活動を繰り広げています。
入学時に入会すれば、在学中からこのパイプが活用できるようになります。

八雲同友会は、卒業生で実業界の経営を
担う人たちを中心に構成された会です。
上場企業や国、地方自治体等の現・元幹
部がメンバーとなっており、そこでは会員相
互の交流、情報交換や相互の研鑽が図られ
ています。東京都立大学での寄付講義の講
師推薦も行なっており、在学生が実業界の

・就在学中から会員になった方には、施設を無料で利用できます（ただし会員同伴が必要）
・八雲サロンへの参加
  希望者にはZoom招待URLをお送りしますので、八雲クラブ会員でなくても参加できます。

八雲クラブ利用の特典

同窓会報「TMU」無料送付
同窓会は、毎年、充実した内容の同窓会報「TMU」を例年7月に発行しています。
同窓会入会金を納入した方には、在学中無料で会報を送付します

在学時から利用できる、その他メリット

TMUの卒業生で、会社を創業した社長で
構成されている組織です。定期的に会員同
士の親睦、情報交換を行なう会合を開催し

就活のとき、就職後の転勤の際など新たな環境に身を投じるときに、これらの団体・組織と連絡が取れればいろいろ便利でしょう。職域・クラブ・
学科等同窓会の他にも、地方支部、海外支部もあります。入学時入会した方には同窓会がこれらの組織にご紹介します。（これら以外にも多
数の組織があります）

日立八雲会
東急八雲会
都会（荏原製作所）

実業界の経営者たちと直接交流できる

会社の創業者に起業アイデアを相談できる

その他、同窓会の多数のネットワークとコンタクトできる

同窓会に入会するメリットのご紹介

職域 クラブ 学科 支部

八雲同友会

TMU創業者の会

ラグビー部OBOG会
応援団OBOG会

土木会
地理学教室同窓会

地方支部
海外支部

実際や最新の動向について学び、将来の進
路について考える機会を提供しています。
ここは、いろいろな企業、業界等の幹部で
なければ知りえない情報、考え方などを知
る絶好の機会です。就活のみならず就職し
てからもきっと役立つはずです。
同窓会は同友会とも緊密な関係を持ってお
り、皆さんのうち希望する方にはメンバーを
紹介する等できます。

ており、起業に関心のある同窓生も参加で
きます。ここでは現役の学生も起業のアイデ
アを発表し、それを会のメンバーが一緒に
ブラッシュアップしたり、それぞれの会社が
手伝えることを伝えたりしています。

同窓会は先輩と親しくつながれる場です！

入会金を支払うと何かいいことあるの？ Bene� ts of joining
TMU Alumni

将来（あるいは在学中でも）、起業を考えて
いる方は、この会に紹介しますので一度相
談してみませんか？間違いなく有用なアド
バイスがもらえるはずです。

会合の後の懇親会（八雲同友会）
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新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。

夢と希望に満ち溢れている今、どんな「初心」

を抱かれていらっしゃいますか？

私は、旧都立医療技術短期大学地域看護学

専攻科を平成8年春に卒業後、杉並区役所へ入

区し保健師として勤務しています。入学の動機

は、大学病院の手術室の看護婦として勤めた経

験から、予防的な視点で保健医療に携わりたい

と一念発起して社会人編入しました。1年間の

学生生活を荒川キャンパスで学び、保健所実習

等を経て保健婦免許を取得しました。

学生時代は、好奇心や探究心を思う存分発揮

して、難しいと思うことでも失敗を恐れずにチャレ

ンジできる時期です。また、新たな人 と々の出会

いの場でもあり、社会生活の第一歩です。学部

や学科を越えて相互に理解するコミュニケーショ

ン力や自分の夢を語り合い将来夢を実現するた

めの様々な力を蓄えることができる、貴重な機会

です。

将来どのように社会貢献していきたいのか、自

分を活かすための高い目標をもち、「初心」を忘

れずに、自分を信じて、あきらめずに挑戦し続け

ることで道は開かれることでしょう。

皆様の学生生活が有意義で充実したものとな

るよう、同窓会は応援いたします。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

新しい生活の始まりにドキドキ・ワクワクしている

ことと思います。私は旧東京都立科学技術大学工

学研究科博士後期課程を卒業後、運良く本学の

助教となった後、准教授を拝命し現在に至ります。

親元を離れて一人暮らしとともに始まった学生生

活は、新しいことばかりで、期待や夢よりも不安が

大きかったことを思い出します。履修申請？カリ

キュラム？わからないことだらけで不安から始まっ

た新生活でしたが、友人や先輩、指導教員、大学

事務室の方などなど、様々な人に支えられて充実

した大学生活となりました。大学院に進学してか

らは、他大学の学生や先生、企業の方など、大学

の枠を超えた交流も増え楽しくも忙しい大学院生

活となりました。

新入生の皆さんも、これからたくさんの新しい

出会いがあることでしょう。同じ趣味や思考を持

つ人との交流だけでなく、意見や考え方が違う人

との交流もまた皆さんを成長させてくれることと思

います。講義だけでなく、サークル活動やボラン

ティア活動、時には友人と交わした日常の何気な

い会話も将来の糧になります。出会いと交流を大

切に、長くて短い大学生活を有意義に過ごしてく

ださい。同窓会も交流の場の一つとして皆さんを

応援しています。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

東京都立大学で過ごすこれからの日々について、

希望と期待に胸を大きく膨らませていると思いま

す。私は1981年に旧東京都立大学大学院工学

研究科修士課程を卒業し、株式会社荏原製作所

に入社しました。大学院では工学部流体工学研

究室において、教授・助教授・助手の先生方、

博士課程の大学院生、他の大学・高専や企業に

就職したOBの方々等多くの人達から指導を受け

ながら、忙しくも充実した2年間を送りました。皆

さんも大学では、まず先生の指導と自発的な学習

による学びに真剣に取組み、人類の英知の獲得

に努力し、普遍的な思考と論理的な判断ができ

る人間になって下さい。

さらにスポーツや文化系のクラブ活動、ボラン

ティア等の社会貢献活動やアルバイト等の社会

参加を通じて、より高いレベルを目指して努力して

いる人達と触れ合い、また社会人としての経験や

学びを得て欲しいと思います。皆さんが大学卒

業後に活躍する場所は、多様な価値観を持つ世

界各国の人 と々、ある時は協調・協力し、またあ

る時は競い合い切磋琢磨する社会です。従って、

外国語によるコミュニケーション力を獲得する事

をお勧めします。大学に在籍している多くの留学

生と積極的にコミュニケーションを取る事も、学

習の良い機会になるでしょう。

これからの大学生活で、皆さんが大きく成長さ

れることを祈念して、御祝の言葉とします。

齋藤 夕子
杉並区保健師
都立医療技術短大
専攻科  1996年卒業

前田 東一 
㈱荏原製作所　前取締役会長

都立大
大学院機械工学専攻  1981年修了

下川原 英理
都立大　システムデザイン学部 
情報科学科　准教授 
都立科技大　システム基礎工学専攻
博士後期課程  2007年修了

先輩から新入生へのメッセージ
多様な業界でご活躍されている先輩方からの、新入生のみなさんへのメッセージをご紹介します。
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第１章　総則

（名称）
第１条　本会は、一般社団法人東京都立大学同窓会と称する。

第２条　省略

（目的）
第３条　本会は、国際都市東京の大学である東京都公立大学法人東京都立大学（以下、「大学」と

いう。）の目的及び使命の達成に協力し、会員の英知をもって、我が国経済・社会・文化の発展
に寄与し、あわせて会員相互の親睦並びに知識の増進を図ることを目的とする。

（事業）
第４条　本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

⑴　大学の発展への協力及び相互の連携
⑵　会報、会員名簿及び各種資料の発行
⑶　会員相互の研究発表、研修及び講演会等の開催
⑷　会員相互の親睦を図るための会員大会等の開催
⑸　その他、前条の目的を達成するために必要な事業

第２章　会員

（会員の種類）
第５条　本会の会員は、次の者とする。

⑴　正会員 
ア　大学学部を卒業した者 
イ　大学大学院を修了した者 
ウ　大学学部の学生又は大学院の院生であった者で、理事会において承認された者

⑵　準会員　大学学部の学生又は大学大学院の院生で、入会金を納付した者（準会員は、正会
員の資格を得た時点において、会員原簿に氏名その他必要な事項が登録される。）

⑶～⑸　省略

（入会）
第６条　前条第 1 号に掲げる資格を有する者は、入会の手続きを経ることなく正会員となる。

（会員の責務）
第７条　会員は、本会の事業に積極的に参加し、会費等の納入を果たし、住所、氏名及び勤務先

の変更があったときは、速やかに変更事項を本会事務所に届け出るものとする。

（入会金）
第８条　本会の入会金は、２万円とし、大学の学部又は大学院に入学したときに納付するものと

する。

２　東京都立大学又は首都大学東京の各学部を卒業した者が、東京都立大学の大学院に入学した
場合は、入会金の納付は、免除するものとする。

（会費）
第９条　本会の会費年額は、次のとおりとする。

⑴　正会員　３千円　ただし３万円を一括納付することにより以後、年会費を納付すること
なく、終身会員とすることができる。

⑵　特別会員　正会員に準じる。
⑶　賛助会員　１口５万円
⑷　名誉会員　納付を要しない。

２　第５条第２号の準会員は、学部又は、大学院に在籍中は、年会費の納入は、免除するものとする。

（入会金・会費等の不返還）
第１０条　既納の入会金、会費及びその他の拠出金品は、これを返還しないものとする。

（会報等の配付）
第１１条　会員は、本会が発行する会報、図書及び各種資料の優先的配付を受けることができる。

（資格の喪失）
第１２条　会員は、次の事由によってその資格を喪失する。

⑴　退会
⑵　死亡、失そう宣告及び賛助会員である団体の解散
⑶　除名

（退会）
第１３条　会員で退会しようとする者は、理由を付して会長に退会届を提出することにより退会

することができる。

（除名）
第１４条　会員の次の各号の一つに該当するときは、理事会及び評議員会の議決を経て、会長が

これを除名することができる。
⑴　会費を著しく長期にわたり滞納したとき
⑵　本会の名誉を傷つけ、又は本会の目的に反する行為のあったとき

２　前項の規定により会員を除名しようとするときは、当該代議員会の日の一週間前までに当該
会員に通知し、かつ代議員会において弁明する機会を与えなければならない。

３　会長は、会員を除名したときは、除名した会員に対し、その旨を通知しなければならない。

第３章〜第１３章　省略

第１４章　雑則

第５５条、第５６条　省略

（個人情報の保護）
第５７条　本会は、個人情報の保護に万全を期するものとする。

一般社団法人東京都立大学同窓会定款（抜粋）

定款・規則についてのお問い合わせ
定款の詳細、個人情報保護規程等については、下記にお問い合わせください。

〒192-0364 東京都八王子市南大沢1-1 本部棟342
TEL	 ： 042-670-7702
FAX	 ： 042-677-2894
e-mail	 ： tmu-al@tmu.ac.jp
HP	 ： https://tmu-alumni.jp/

キャンパスの四季
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（一社）東京都立大学同窓会事務局

〒192-0364 東京都八王子市南大沢1-1
東京都立大学内 南大沢キャンパス 本部棟342号室
事務取扱時間 ： 月～金 9:00～17:00
TEL ： 042-670-7702　FAX ： 042-677-2894
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（なお、本文中の肩書等は2025年4月現在のものです）
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〒140-0013 東京都品川区南大井4-7-3
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東京都立大学同窓会 検索

https://tmu-alumni.jp/

同窓会への各種払込みは、以下の方法が可能です
・クレジット払い
・インターネットバンキング支払い
・ゆうちょ銀行の「払込取扱票」による振り込み

詳細は、同窓会ホームページのトップ画面をご覧ください。

（一社）東京都立大学同窓会ホームページ
同窓会の基本情報、行事情報、学内情報などの最新情報を常時更新中。
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